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発表要旨： 

本報告の目的は R.バルトの記号論、J.デリダの脱構築と M.フーコーの系譜学を現代数学

である圏論に翻訳＝mapping することにより圏論的記号論とでもいうべき記号論の新しい

展開を試みることにある。その方法として、まず、R.バルトの記号論の基本原理であるデノ

テーション、メタ言語、コノテーション、レトリックの体系を圏論の随伴定理に翻訳＝

mapping する。その後、J.デリダの脱構築と M.フーコーの系譜学をそれぞれ随伴定理に翻

訳＝mapping していく。その結果として、これらの三つの概念それぞれの可換図式を描く

ことが可能となる。この可換図式からの考察により R.バルトのレトリックの体系はメタ言

語とコノテーションの合成射、J.デリダの脱構築は差延と散種の合成射であり、M.フーコー

の系譜学はいわば、カタストロフィの系譜学であるとの解釈を得ることができた。一方、M.

フーコーの系譜学はカタストロフィの系譜学とでもいえる系譜学であるのに対し、救済の

系譜学とでもいえる新しい射が生成することがわかった。さらに、可換図式よりこれらの関

係はメタ言語と差延とカタストロフィの系譜学が同じ射の表現であり、また、コノテーショ

ンと散種と救済の系譜学が同じ射の表現であることを示していることが帰結された。以上

により、R.バルトのレトリックの体系、J.デリダの脱構築と M.フーコーの系譜学の圏論的

記号論とでもいうべき新しい展開がなされた。これは、圏論と記号論との創造的かつ魅力的

な出会いであり、ある意味、記号論の脱構築の試みでもある。こうして本報告の目的は達成

された。 
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